




広報なか１０月号３

　２００６年にデビュー２０周年を迎え、現在も
アーティスト、女優、タレントと幅広く活躍。
　特設ステージに立つとメガヒットを記録し
た「SHOW ME」などの歌の数々を聴かせて
は、明るく 漲 る元気で会場を沸かせました。

みなぎ

　

那
珂
市
の
花
で
夏
を
染
め
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」が
８
月　

日
、

２５

那
珂
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
場
周
辺
に
は
、　

ヘ
ク
タ
ー
ル

４.２

の
畑
に　

万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
熱
い

２５

日
差
し
を
浴
び
大
輪
を
広
げ
、
鮮
や

か
に
広
が
る
夏
の
光
景
を
、
訪
れ
た

か
た
が
た
は
写
真
に
収
め
る
な
ど
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
畑
の
一
画
に
は

迷
路
が
敷
か
れ
、
背
を
高
く
し
て
行

く
手
を
阻
む
ひ
ま
わ
り
の
中
を
、
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
走
り
抜
け
て
い

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
国
民
文
化
祭

を
来
年
に
控
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
３

０
０
０
本
の
ひ
ま
わ
り
が
配
ら
れ
た

ほ
か
、
各
種
模
擬
店
が
立
ち
並
ぶ
中

で
、
郷
土
芸
能
、
踊
り
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行
、
は
し
ご

車
搭
乗
体
験
、
夜
に
は
花
火
大
会
な

ど
と
多
彩
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
夏

日
と
な
っ
た
今
年
は
、
去
年
の
最
高

来
場
者
数
を
更
に
上
回
る
約
６
万
７

千
人
の
か
た
が
訪
れ
、
熱
気
を
帯
び

た
会
場
内
は
絶
え
ず
活
気
で
満
ち
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、「
第　

回
国
民
文
化
祭
い
ば

２３

ら
き
２
０
０
８
」
に
合
わ
せ
て
、　
１１

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。



４

平成１９年第３回那珂市議会定例

会が、９月１０日から２６日までの

１７日間の会期で開催されまし

た。市長提出議案は、報告２件、

条例の一部改正３件、平成１９年

度補正予算４件、その他４件、

合わせて１３件です。審議の結

果、全議案について原案のとお

り可決されました。

■
災
害
時
応
援
協
定
調
印
式
に
つ
い
て

　

災
害
の
拡
大
防
止
お
よ
び
復
旧
工
事
を

迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
た
め
、
那
珂

市
建
設
業
協
同
組
合
お
よ
び
那
珂
市
環
境

緑
化
協
同
組
合
と
那
珂
市
の
間
で
、
災
害

応
急
復
旧
工
事
に
関
す
る
協
定
を
８
月
１

日
に
締
結
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月　

日
に
全
市
立
中

１５

学
校
の
５
校
に
設
置
し
、
市
内
の
公
共
施

設
に
は
合
計　

台
の
設
置
と
な
り
ま
し

１０

た
。

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
所
や
学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
１

１２

８
１
２
人
が
参
加
し
、
初
期
消
火
お
よ
び

避
難
誘
導
の
対
応
と
防
災
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会

は　

回
行
い
４
３
８
人
が
修
了
し
、
応
急

２６
手
当
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

５
月　

日
か
ら
８
月　

日
ま
で
の
火
災

１８

１６

出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
が
４

件
、
林
野
が
１
件
、
そ
の
他
が
１
件
、
合

計
６
件
。
救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
急
病
が
２
２
５
件
、
交
通
事
故
が　
８６

件
、
そ
の
他
が
１
２
６
件
、
合
計
４
３
７

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

８
月　

日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し

２２

た
第　

回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
の
基

３６

本
泳
法
（
個
人
）
の
部
に
お
い
て
東
消
防

署
救
助
隊
員
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

■
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
田

崎
（
Ⅱ
）
地
区
お
よ
び
木
崎
鹿
島
地
区
の

道
路
・
水
路
の
調
査
を
終
了
し
、
一
筆
地

調
査
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

■
都
市
計
画
街
路
に
つ
い
て

　

菅
谷
市
毛
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
菅
谷

飯
田
線
か
ら
市
道
７－

　

号
線
ま
で
の
舗

０５

装
工
事
を
７
月
中
旬
に
発
注
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
３
期
分
に
あ
た
る
県
道
瓜
連
馬

渡
線
か
ら
先
の
区
間
の
測
量
設
計
委
託
を

７
月
下
旬
に
発
注
し
ま
し
た
。

　

瓜
連
駅
南
停
車
場
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
区
域
内
に
存
す
る
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
を
８
月
上
旬
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
菅
谷

地
区
配
水
管
布
設
工
事
（
第
１
工
区
）、
横

堀
地
区
配
水
管
移
設
工
事
（
第
２
工
区
お

よ
び
第
３
工
区
）
は
６
月
に
、
瓜
連
地
区

（
第
１
工
区
、
第
２
工
区
、
第
３
工
区
お
よ

び
第
４
工
区
）、
豊
喰
地
区
（
第
１
工
区
）、

菅
谷
地
区
（
第
２
工
区
）
の
各
配
水
管
布

設
工
事
お
よ
び
横
堀
地
区
（
第
４
工
区
）、

鴻
巣
地
区
（
第
１
工
区
）
の
各
配
水
管
移

設
工
事
を
７
月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し

た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
交
付
金
で
行
う
横
堀
地
区
汚
水
管
布

設
工
事
（
第
１
工
区
）
お
よ
び
向
山
地
区

汚
水
管
布
設
工
事
（
第
１
工
区
お
よ
び
第

２
工
区
）
を
６
月
に
、
国
庫
補
助
事
業
の

瓜
連
地
区
汚
水
管
布
設
工
事（
第
１
工
区
）

を
６
月
に
横
堀
地
区
汚
水
管
布
設
工
事

（
第
１
工
区
）
を
７
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
単
独
事
業
の
横
堀
・
向
山
地
区

積
算
業
務
委
託
を
６
月
に
横
堀
地
区
舗
装

復
旧
工
事
（
第
１
工
区
）
を
７
月
に
発
注

し
ま
し
た
。

■
五
台
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
に
つ
い

て

　

五
台
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
６
月
末
に
工
事
が
完
成
し
、

夏
季
休
業
中
に
引
っ
越
し
を
行
い
、
２
学

期
か
ら
新
し
い
校
舎
で
授
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
那
珂
）
改
修
工

事
に
つ
い
て

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
那
珂
）
の
第
２

期
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夏
季
休

業
中
に
工
事
が
完
了
し
、
２
学
期
か
ら
新

し
い
設
備
・
環
境
の
下
で
調
理
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

■
瓜
連
中
学
校
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

瓜
連
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
末
に
工
事
を
発
注

し
ま
し
た
。

■
姉
妹
都
市
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
交
換
交
流
に
つ
い
て

　

中
学
生
の
交
換
交
流
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
９
日
か
ら　

日
ま
で
８
日
間
の

１６

日
程
で
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
よ
り
中
学
生　
１０

人
、
引
率
教
諭
２
人
、
計　

人
の
訪
問
団

１２

を
受
入
れ
、
那
珂
市
か
ら
は
、
中
学
生
男

小宅市長による行政報告

第３回定例会

議 会
市
長
行
政
概
要
報
告（
一
部
省
略
）



広報なか１０月号５

子
５
人
、
女
子
５
人
と
引
率
者
３
人
の
計

　

人
で
派
遣
団
を
結
成
し
、
８
月　

日
か

１３

２１

ら　

日
ま
で　

日
間
の
日
程
で
オ
ー
ク

３０

１０

リ
ッ
ジ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
り
生

活
を
共
に
し
た
ホ
ス
ト
の
中
学
生
と
一
緒

に
登
校
し
て
授
業
や
学
校
活
動
を
通
し

て
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
て
友
情
を
育

み
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
足
や
文
化
施
設
の

見
学
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
数
々
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
両
市
の
自
然
や
文

化
、
習
慣
な
ど
貴
重
な
体
験
に
よ
り
国
際

的
感
覚
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
に
努
め
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
熱
心
な
態
度
で
す
べ
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨
み
、
那
珂
市
と
オ
ー

ク
リ
ッ
ジ
市
の
友
情
の
絆
を
更
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
両
市
の
友
好
親
善
に
貢
献

し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
地
区
Ⅰ
期
の
管
路
実
施
設
計
委
託

は
６
月
上
旬
に
発
注
し
、
管
路
施
設
工
事

は
３
工
区
を
６
月
下
旬
に
、
２
工
区
を
７

月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

　

平
成　

年
産
米
・
麦
・
大
豆
の
品
目
横

１９

断
的
経
営
安
定
対
策
へ
の
加
入
件
数
は　
４５

経
営
体
で
、
認
定
農
業
者　

人
、
集
落
営

４３

農
組
織
１
団
体
、
法
人
認
定
農
業
者
１
団

体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
病
害
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て

　

那
珂
市
病
害
虫
防
除
隊
に
よ
る
病
害
虫

防
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月　

・　

日

２７

２８

の
両
日
に
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
８

９
６　

を
実
施
し
ま
し
た
。

ha

■
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
に
つ
い

て

　

那
珂
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
に
提

出
さ
れ
た
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
は
１

４
３
１
件
で
、
計
画
書
提
出
者
の
稲
の

作
付
率
は
、　

・
２
％
で
達
成
と
な
っ
て

９７

お
り
ま
す
。
一
方
、
市
全
体
の
稲
の
作

付
率
は
１
２
６
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、

　

・
４
％
が
過
剰
作
付
と
な
っ
て
お
り
ま

２６す
。

■
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

に
つ
い
て

　

市
の
花
で
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
市
内
外
の
人
々
の
交
流
と
生

涯
学
習
発
表
の
場
を
提
供
す
る
「
な
か
ひ

ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」

を
、
８
月　

日
に
那
珂
総
合
公
園
お
よ
び

２５

周
辺
の
ひ
ま
わ
り
畑
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、　

団
体
の
参
加
に
よ
り
、
生

６５

涯
学
習
の
発
表
、
郷
土
芸
能
、
各
種
模
擬

店
、
ひ
ま
わ
り
迷
路
、
花
火
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
友
好
都
市
を
結

ん
で
い
る
「
秋
田
県
横
手
市
」
か
ら
も
昨

年
に
引
き
続
き
参
加
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
来
場
者
は
、
約
６
万
７
千
人
と

過
去
最
高
と
な
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

市
内
外
の
人
々
に
定
着
し
て
き
て
お
り
ま

す
。

■
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
整
備
に
つ
い
て

　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
内
に
整
備
す
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
月
に
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
民
の
意
見
等

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
７
月　

日
か
ら
７

１０

月　

日
ま
で
、
市
内
５
か
所
に
お
い
て
開

２６
催
し
ま
し
た
。
延
べ
１
７
４
人
の
参
加
が

あ
り
、
道
路
や
下
水
道
等
の
生
活
基
盤
の

整
備
に
つ
い
て
の
要
望
や
農
業
振
興
に
関

す
る
意
見
、
ま
た
防
災
対
策
に
つ
い
て
の

提
案
な
ど
、
市
政
の
多
岐
に
わ
た
る
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月　

日

１９

１０

　
　
　
　

那
珂
市
長　

小　

宅　

近　

昭

Assem
bly

◆報告（専決処分を含む）

○平成１９年度市一般会計補正予算（第２号）
○平成１９年度市水道事業会計補正予算（第１号）
◆条例の制定・一部改正

○市公民館の設置及び管理等に関する条例の一部
を改正する条例

○市税条例の一部を改正する条例
○市都市計画税条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例

◆平成１９年度補正予算

○市一般会計補正予算（第３号）
○市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第２号）
○市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
○市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第１号）

◆その他（同意・認定を含む）

○第１次市総合計画基本構想について
○市教育委員会の委員の任命について（同意）
○平成１８年度市各種会計歳入歳出決算の認定につ
いて（認定）

○平成１８年度市水道事業会計決算の認定について
（認定）

◆市公民館の設置及び管理等に関する条例の一部

を改正する条例

　那珂市立図書館の開館に伴い、中央公民館図
書室が閉室し、大会議室として利用するため、
使用料は、午前９時から午後１時までおよび午
後１時から５時までが２，０００円、午後５時から
９時３０分までが３，０００円とする。

　 可決された議案から

市長提出議案等（全議案可決）
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詳細は那珂市ホームページをご覧ください。
●那珂市ホームページ

　http://www.city.naka.lg.jp/

問い合わせ／企画課行政改革係

　　　　　　�２９８－１１１１　内線４３２

■行政改革大綱実施計画実施状況

方
分
権
の
進
展
、
厳
し
い

財
政
状
況
、
少
子
・
高
齢
化

社
会
の
進
展
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
平
成　

年　

月

１７

１１

に
「
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
」、

「
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革
を
強

力
に
推
進
し
、
官
と
民
の
役
割
分

担
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進

め
、
仕
事
の
質
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
方
分
権
へ
の
対
応
、
行
政

運
営
の
効
率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。　

　

平
成　

年
度
ま
で
の
実
績
と
し

１８

て
、
本
年
３
月　

日
現
在
の
「
那

３１

珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」

の
推
進
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

全
実
施
項
目
の
う
ち
、
完
了
６
項

目
、
推
進
中　

項
目
、
検
討
中
６

２７

項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
を

抜
粋
し
た
も
の
を
今
回
、
表
に
掲

載
し
ま
し
た
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
実
施
計

画
推
進
状
況
と
し
て
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

地

実施により得られた効果実施状況（平成１９年３月３１日現在）状
況実施項目

・民間等の能力を活用した住民サービスの
向上・経費の削減が図れる

・公の施設について、施設概要調書を作成
し指定管理者の導入について検討する施
設として３５施設が決定された

・導入予定施設（３施設）の設置管理条例
を改正

・総合保健福祉センター、常陸鴻巣駅ふれ
あい駅舎の２施設に指定管理者制度を導
入

推
進
中

指定管理者制度の
活用

・市民の市政参加意欲の促進とともに、透
明性の確保ができる
・公募委員の割合　平成１６年度　５．２％
　　　　　　　　⇒平成１７年度　５．６％
　　　　　　　　⇒平成１８年度　５．６％
・平成２１年度目標　１０％以上

高齢者保健福祉計画推進委員の被保険者代
表（４人）／政治倫理審査会（３人）／市章等
制定委員（３人）／行政改革懇談会委員（２
人）／総合計画策定委員（６人）

推
進
中

審議会等委員の
公募

・男女共同参画社会の形成に寄与している
・女性委員の割合　平成１６年度　１５．７％
　　　　　　　　⇒平成１７年度　１７．８％
　　　　　　　　⇒平成１８年度　１９．１％
・平成２１年度目標　３０％以上

市章等制定委員会（５人）／高齢者保健福祉
計画推進委員会（７人）／都市計画審議会（４
人）／総合計画策定委員（３人）／障害者保健
福祉計画策定委員（６人）／地域包括支援セ
ンター運営協議会（５人）／地域密着型サー
ビス運営委員会（４人）

推
進
中

審議会等へ
女性委員の登用

・行政情報提供の充実
・アクセス件数　平成１６年度　　９６，５９１件
　　　　　　　⇒平成１７年度　１１０，８７０件
　　　　　　　⇒平成１８年度　１３３，９９９件
・掲載項目数　　平成１７年度　　３０１項目
　　　　　　　⇒平成１８年度　　３０４項目

・通常の行政情報の他にタイムリーな情報
の掲載を推進

・携帯版ホームページの作成
・ホームページ内容について各課で自己点
検を実施

・ホームページ作成のチェック表を作成

推
進
中

ホームページの
充実
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広報なか１０月号７

実施により得られた効果実施状況（平成１９年３月３１日現在）状
況実施項目

・事務の効率化がされる・行政組織機構検討会議を組織した
・瓜連支所の見直しを行なった

推
進
中

組織機構の見直し

・効率的で効果的な施設の運営が行える・公共施設検討委員会を設置し、「公共施
設の有効活用に関する提言書」を市長に
提出した

・関係課において提言書に基づき検討を行
う

推
進
中

公共施設の
有効活用

・住民サービスの向上になる
・電子申請件数　平成１６年度　　２件
　　　　　　　⇒平成１７年度　　１件
　　　　　　　⇒平成１８年度　　０件
・申請項目数　　平成１６年度　１０項目
　　　　　　　⇒平成１７年度　１６項目
　　　　　　　⇒平成１８年度　４６項目
・住民基本台帳カード登録者数
　　平成１５年度　５０人⇒平成１６年度　８４人
　⇒平成１７年度　１４６人⇒平成１８年度　２２７人

・那珂市ホームページ、広報なか等におい
てサービスの周知を行った
平成１６年７月号広報なか
平成１６年７月からホームページで継続し
て掲載

　本庁舎１階窓口でチラシを配布
・利用可能な手続きの追加
・現在行なえる手続き
　住民票の写しの交付申請、納税証明交付
申請等４６項目

推
進
中

いばらき電子
申請・届出
サービスの周知
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実施により得られた効果実施状況（平成１９年３月３１日現在）状
況実施項目

・効果的効率的な行政の運営が行える
・平成１７年度　１４９事業を評価
　事業廃止・休止　２事業
　改革改善　５６事業　　継続　９１事業
・平成１８年度　４４８事業を評価
　事業廃止・休止　７事業
　改革改善　１８１事業　　継続　２６０事業
・目標見直し割合　５０％

・事務事業評価および施策評価を実施
・平成１７年度　評価事務事業数　１４９事業
　　　　　　　アンケート実施　２，０００件
・平成１８年度　評価事務事業数　４４８事業
　　　　　　　アンケート実施　４，５００件

推
進
中

行政評価システム
の確立

・職　員　数　平成１７年４月１日　５２７人
　　　　　　⇒平成１８年４月１日　５２３人
　　　　　　⇒平成１９年４月１日　５１０人
・目標職員数　平成２２年４月１日　５０２人

・定員適正化計画を策定
完
了

定員適正化計画の
策定

・特殊勤務手当　年間３００万円削減
・通　　勤　　手　　当　年間６００万円削減

・特殊勤務手当の見直しを実施
・通勤手当の見直しを実施推

進
中

各種手当（特殊勤
務手当・通勤手
当）の見直し・廃止
を検討

・税　徴　収　率　平成１６年度　９１．０％
　　　　　　⇒平成１７年度　９１．７％
　　　　　　⇒平成１８年度　９１．５％（見込み）
・目標徴収率　平成２１年度　９２．０％

・口座振替納付の推進
・納税相談、分納誓約の推進
・県、関係課および部内職員による合同滞
納整理の実施

・差押等の強化と茨城租税債権管理機構へ
の事案移管

・徴収嘱託員の活用および増員

推
進
中

市税等の徴収率の
向上

・事務の効率化、経費の削減・消耗品等の共通物品購入規定を策定する
・共有購入物品を決定する

完
了契約事務の一元化

・効果的な財政運営が可能となる
・市民に対する説明責任の確保が図れる

・バランスシートを作成し公表した完
了

バランスシートの
作成

・効果的な財政運営が可能となる
・市民に対する説明責任の確保が図れる

・行政コスト計算書を作成し公表した完
了

行政コスト計算書
の作成



８

　那珂市で今年度中にめでたく１００歳を迎えるかたは６人
です。小宅市長は９月７日、それぞれのお宅や施設を訪
問し、総理大臣、県知事からの賞状、那珂市からは書の
記念品を、ご長寿の祝福の言葉を添えて手渡しました。

　今年めでたく１００歳を迎え、“長生きの秘訣”を
伺いましたが「特にありませんよ」と恥ずかしそ
うにおっしゃる小泉さん。一人暮らしを続け、自
分のことは何でもするという日常では、牛乳をよ
く飲み、畑で取れた無農薬野菜などを食べ、そし
て、足や内臓が弱くなるからと、歩くことを欠か
さない規則正しい生活を続けてきたそうです。健
診ではいつも健康と、９８歳まで薬を必要としな
かったそうで、小泉さんの年齢を感じさせない元
気な秘訣がここにあるのかもしれません。����������
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●１００歳以上のご長寿　２２人
森田　　茂さん（菅　谷・１０４歳）
直井　ますさん（中　里・１０３歳）
鴨川　よしさん（横　堀・１０２歳）
佐藤　チヨさん（中　里・１０２歳）
西野　�ねさん（瓜　連・１０２歳）
小田倉よつさん（飯　田・１０２歳）
水野　むめさん（中　里・１０１歳）
中庭　とみさん（横　堀・１０１歳）
中村　和夫さん（菅　谷・１０１歳）
海野　登一さん（豊　喰・１０１歳）
宮本　佐太さん（鴻　巣・１０１歳）
武藤　とみさん（額田北郷・１００歳）
大森　きよさん（菅　谷・１００歳）
福田まちのさん（後　台・１００歳）
渡邊　みつさん（　戸　・１００歳）
伊東　ときさん（中　里・１００歳）

○今年度中１００歳に達成するご長寿
武藤　チヨさん（本米崎）
住谷　ちよさん（　堤　）
宇野　ミツさん（額田北郷）
櫻井　スゝさん（菅　谷）
大武　すかさん（　戸　）
小泉　芳江さん（門　部）

●白寿（９９歳）　該当者　７人
※順不同・年齢は９月１日現在で掲載して
います。

敬老会は９月から１１月にかけて、
市内２８か所で催されます。
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　平成１９年度中里区敬老会が９
月２日、ナザレ園で開催されま
した。中里地区では、７５歳以上
の高齢者が３８４人。出席した小
宅市長から「これからもずっと
住みたいと言われる那珂市でありたい。ますますお元気で長
生きしてください」とあいさつがありました。フラダンスや手
品歌謡ショーなどのアトラクションが催され、「元気な音色を
届けに来ました」と日立市の高校２年生大谷千愛さんから津軽
三味線のすばらしい演奏を５曲披露していただきました。

　中宿区敬老会が９月１６日、高
齢者福祉センターで和やかに行
われました。手品や歌謡曲のほ
か、落語、詩吟が披露され、い
ずれも目を引き付ける催し物を

参加したかたがたは心から楽しんでいました。茨城大学落語
研究会の三流亭大根さんによる落語で思い切り笑い、詩吟で
は「水戸八景」を実際に旅した気持ちになった皆さん。最後に
「故郷」「星影のワルツ」など懐かしいメロディーを一緒に口ず
さんで心を一つにしていました。

「
老
子
」

　
五
十
九
章
か
ら



広報なか１０月号９

市政だより 市政だより 
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　地球規模の環境問題となっている地球温暖化に歯止めをかける
ため、その原因となる二酸化炭素などの温室効果ガスの削減に向
けて国際的な取り組みが進められています。わが国では「京都議定
書※」で約束した温室効果ガス６％削減のため、国民的プロジェク
ト「チーム・マイナス６％」を開始し、国民への呼びかけなどを行っ
ています。
　市では、平成１９年３月に新たな「那珂市地球温暖化防止実行計
画」を策定しました。この計画では、市役所（本庁舎とその他市有
施設を含みます）から排出される温室効果ガスの量を平成２４年度ま
でに平成１７年度比で６％削減することを目標にしています。目標
達成のため、市では各種の取り組みを行ってきました。
　また、平成１９年２月に「那珂市グリーン購入基本方針」を策定し
ました。これにより市で物品を購入する場合は、環境に配慮した
物品を選択することになっています。今回は平成１８年度における
市の温室効果ガス排出量とグリーン購入の実績について報告しま
す。　

� ��

　二酸化炭素などの温室効果ガスについて排出削減義務などを定めた
議定書のことです。議定書では、先進国などに対し２００８年～２０１２年の
間に温室効果ガスを１９９０年比で一定数値を削減することが義務付けら
れており、日本は６％の削減が義務付けられています。

【目 的】市役所からの温室効果ガス排出量を削減すること
【対象施設】市役所のすべての施設（本庁舎・公民館・図書館・学校など）
【削減目標】平成２４年度までに、温室効果ガス排出量と水道使用量・
用紙使用量を、平成１７年度比で６％削減する
【主な取り組み】電気・燃料使用量の削減／用紙使用量の削減／水道
使用量の削減／グリーン購入の推進／施設の建築・管理における省エ
ネ性の向上／環境に配慮した自動車の利用／廃棄物の発生抑制など

那珂市地球温暖化防止実行計画【概要】

※「京都議定書」とは？

おわびと訂正
　５月に各家庭に配布しました『那珂市環境基本計画【概要版】』４
ページ上段表について、市の施設における温室効果ガスの排出量につ
いて算定データに錯誤がありました。おわびして訂正いたします。

■「那珂市環境基本計画【概要版】」４ページ上段表

【誤】
目標・平成２４年度平成１７年度

総排出量５，６０８t-CO２（６％削減）総排出量５，９６６t-CO２

【正】
目標・平成２４年度平成１７年度

総排出量５，３８９t-CO２（６％削減）総排出量５，７３４t-CO２

市役所関係施設温室効果ガス排出量

【基準年度】平成１７年度
５，７３４t-CO２

平成１８年度（削減率）
５，４９０t-CO２（－４．２％）
【目標年度】平成２４年度
５，３８９t-CO２（－６％）

　平成１８年度は市立図書館が稼動開始になっ
たものの、各施設における電気使用量・燃料使
用量の削減が進んだこと、また、稼動を停止
した施設（しどりの湯・市総合保健福祉セン
ター「ひだまり」のデイサービスなど）があっ
たことにより、平成１７年度に比べ温室効果ガ
ス排出量を４．２％削減できました。
　今後も引き続き温室効果ガス排出量削減に
向け、各種の取り組みを行っていきます。

　平成１８年度は、どの品目についても高い割
合で環境に配慮した物品を調達（購入・リー
ス）することができました。今後は計画的な
調達を行うことで、さらにグリーン購入を進
めていきます。
※特定調達品目とは、市が重点的に調達を推
進する環境物品の種類を示します。

※調達率とは、特定調達品目のうち市が定め
る基準を満たす環境物品を調達した割合を
示しています。

※「－」は調達実績がないことを示しています。

グリーン購入実績【平成１８年度】

調達率（％）特定調達品目

１００（１）紙類

９９．７（２）文具類

１００（３）機器類

９３．７（４）OA機器

－（５）家電製品

－（６）エアコンディショナー等

１００（７）温水器等

６２．０（８）照明

－（９）自動車

－（１０）消火器

１００（１１）制服・作業服

０（１２）インテリア・寝装寝具

１００（１３）作業手袋

－（１４）その他繊維製品



１０

　老齢基礎年金を受給するためには、保険料
の納付済期間や保険料の免除期間等が２５年以
上必要ですが、この要件を満たしていない場
合は７０歳に達するまで任意加入ができます。
（ただし、昭和４０年４月１日以前に生まれた
かたに限られます）
　また、国民年金保険料の納め忘れなどによ
り、保険料の納付済期間が４０年間に満たない
場合は、６０歳から６５歳になるまでの間に国民
年金に任意加入して、満額の年金に近づける
ことができます。

市政だより 市政だより 
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　老齢基礎年金は、国民年金保険料を納めた期間、保険料の免除を受けた期間や厚生年金、共済組合の加入期間、
合算対象期間などを合わせて原則２５年以上ある人が、６５歳になったときから受けられる年金です。

年金を受けるために
必要な期間は？
　以下の期間を合計して、原則として２５年以
上の期間が必要です。

Ｑ

Ａ

①国民年金保険料を納めた期間
②国民年金保険料の全額免除や一部納付をした
期間

③学生納付特例期間・若年者納付猶予を受けた
期間

④第３号被保険者期間
⑤厚生年金の被保険者期間または共済組合の組
合員期間

⑥任意加入できる人が加入しなかった期間
　（合算対象期間）

合算対象期間（カラ期間）とは？Ｑ

Ａ

①配偶者が厚生年金、共済組合に加入してい
て、本人が公的年金に加入していなかった期
間（昭和６１年３月まで）

②厚生年金の脱退手当金や共済組合の退職一時
金を受けた期間

③学生であって、国民年金に任意加入しなかっ
た期間（平成３年３月まで）

④２０歳から６０歳までの間で、日本人が海外に在
住していた期間

　合算対象期間（カラ期間）とは、国民年金に
任意加入できるかたが、任意加入しなかった
期間などをいいます。老齢基礎年金などの受
給資格期間をみる場合には計算されますが、
年金額を計算するときには含まれない期間で
す。
　合算対象期間として認められる期間は、昭
和３６年４月以降の次の期間です。

老齢基礎年金の年金額は？Ｑ

Ａ 　２０歳から６０歳になるまでの４０年間保険料を
納めると、満額の年金が受給できます。

「支給の繰上げ・繰下げ」とは？Ｑ

Ａ 　老齢基礎年金は、原則として６５歳から受け
られますが、希望すれば６０歳から６５歳未満の
間に繰上げて受けることができますし、逆に
６６歳以上に繰下げることもできます。ただ
し、６５歳以前から受けると減額され、６６歳以
降から受け取る場合は増額されます。また、
一度、減額・増額された支給率は生涯変わり
ません。

任意加入制度とは？Ｑ

平成１９年度年金額　７９２，１００円

Ａ

�������
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広報なか１０月号１１

「近所で野焼きをしていて、
煙や臭いが出て、大変迷惑しています。
また、家の近くなので火災が心配です。」

問い合わせ 
生活環境課環境衛生係 
�２９８－１１１１　内線２５４ 

■固定資産税とは

　固定資産税は、毎年１月１日に土地、家屋、償却資産
（事業用の機械、器具、備品等）を所有する人に固定資産
の評価額をもとに算定された税額を、固定資産の所在す
る市町村に納める税金です。
■土地について

○評価のしくみ

　固定資産評価基準に基づき、地目（宅地、田、畑、
山林等）別に定められた評価方法により評価します。
○住宅用地に対する課税標準の特例

　住宅用地については、その税負担を特に軽減する必
要から課税標準の特例措置が設けられています。
　実際に人の居住する住宅の敷地として使用されてい
る土地については、次のとおり計算された額が課税標
準額となります。
・小規模住宅用地（２００�以下の住宅用地）

　　評価額の６分の１の額

・一般住宅用地（２００�を超える部分、ただし住宅の床

面積の１０倍までの面積）

　　評価額の３分の１の額

■家屋について

○評価のしくみ

　固定資産評価基準に基づき、再建築価格を基準に評
価します。
○新築住宅の固定資産税の軽減措置

　　新築住宅については、新築後一定期間の固定資産税
が２分の１に減額されます。
　　軽減される範囲は、居住部分のうち一戸当たり１２０
� に相当する部分で、軽減される期間は３階建以上の
中高層耐火構造住宅では新築後５年間、それ以外の一
般住宅では新築後３年間となっています。
　　この軽減が受けられるのは、次の要件を満たす住宅
です。
・専用住宅や併用住宅（居住部分の割合が２分の１以
上）で居住部分の床面積が５０�（一戸建以外の賃貸
住宅は４０�）以上２８０�以下であること。

■償却資産について

○評価のしくみ

　固定資産評価基準に基づき、取得価格を基礎として
取得後の経過年数に応ずる評価額の減少（減価）を考
慮して評価します。

■問い合わせ／税務課資産税土地・家屋係

�２９８－１１１１　内線１６３・１６４

このような苦情が市に寄せられています。

野焼きは罰せられることを知っていますか？

●例外について

　農業や林業を営むうえでやむを得ない焼却もあります
が、周辺の住民生活に支障を与え、苦情があった場合は、
指導の対象となります。
●罰則について

　廃棄物の焼却禁止に違反した場合は、５年以下の懲
役、もしくは１千万円以下の罰金、またはその両方に処
せられます。

●野焼きを発見したら？

　　野焼きの場所や状況について次までお知らせくださ
い。
○市生活環境課　�２９８－１１１１（平日の昼間）

○市消防本部　�２９８－２１１１（土・日曜日、祝日、夜間）

○不法投棄野外焼却　�０１２０－５３６－３８０（平日の昼間）

●ご家庭の草やせん定枝などの処理は？

○那珂市指定袋に入れ、可燃ごみ収集の日に出してくだ
さい。指定袋が破けてしまうような場合は、処分でき
る基準の大きさに整えてください。基準は、太さ５�
以内 の枝木を長さ５０� 以内にそろえ、直径３０� 程度の
束にし、その束に指定袋を巻きつけて出してくださ
い。一回に出す量は３束までです。

○大きさは基準内ですが多量で燃えるゴミの日に出すこ
とが困難なときは、環境センターに直接搬入してくだ
さい。（有料）
○環境センターで受け入れができない、基準よりも太く
大きいときは、専門の処理業者へ依頼してください。
（有料）

【環境センターで処分できる木くずの基準の大きさ】

一本の太さ５cm以内　長さ５０cm以内

法令根拠

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第１６条の２　第２５条
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■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　芳野まちづくり協議会主催による
夜の昆虫観察会が８月２４日、茨城県
植物園で開催されました。講師に茨
城生物の会会長、小菅次男先生をお
迎えして、スライドを使ったさまざ
まな昆虫の講話をしていただきまし
た。講話後、観察上の諸注意を受
け、いざ夜の昆虫観察へ。ライトト
ラップと呼ばれる電灯で虫を集める
場所には、セミやバッタの仲間な
ど、たくさんの昆虫が集まってき
て、珍しい昆虫を見つけては、児童
たちは歓声を上げ喜んでいました。

�������	
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第４回親子自然観察会

　大規模災害に広域的に対応するた
めの北関東近県広域航空部隊等合同
訓練が９月２２日、那珂総合公園で行
われました。防災ヘリコプターによ
る火災を想定した建物救助訓練のほ
か、救助者を迅速に医療機関へ搬送
することを想定した訓練、水難者を
救助する各訓練を実施。最後に各県
合同で空中消火訓練を行い、全訓練
を終了しました。大災害を想定した
訓練とあって、緊迫した雰囲気のな
か各県防災航空隊が相互に連携をと
りながら技術の向上を図りました。
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北関東近県広域航空部隊等合同訓練

　９月１日の防災の日を前に、中里
地区自主防災会・ナザレ園合同防災
訓練が８月２３ 日、ナザレ園いこいの
広場で行われました。
　この日は、地震によりライフライ
ンが寸断されたことを想定して訓練
を実施。地震を知らせる放送を合図
に訓練を開始しました。
　中里公民館に避難したかたがたを
バスで同園へ搬送するなど本格的に
災害を想定した今回の訓練。発電機
で電気を起こし、備蓄もみを精米し
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中里地区自主防災会・ナザレ園合同防災訓練

て行う炊き出しのほか、起震車によ
る震度７体験、火災の煙体験などが
実施され、参加者は災害に冷静に対
処する心構えを学びました。また、
消火器やAED（自動体外式除細動
器）の使用法、三角きんや毛布など
家庭用品を活用した救助の仕方など
の講習を受け、より実践的な消火・
救助方法を体験することができまし
た。今後、このような地域防災への
取り組みがますます広がることが期
待されています。

　那珂市と常陸大宮市が後援した
「第４６ 回日本プロゴルフシニア選
手権大会」が９月２０日から２３日まで
の４日間、静ヒルズカントリークラ
ブで開催され、それに伴い２２日と２３ 
日の２日間はこの大会を“楽しく家
族で観戦しよう”というテーマで同
カントリークラブ内において「常陸
大宮・那珂　市民フェスタ」が開催
されました。
　市民フェスタではPAR ３コンテ
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第４６回日本プロゴルフシニア選手権大会

ストやパターコンテスト、バーベ
キューといった催しが行われ、２日
間とも多くの家族連れで賑わいまし
た。
　日本プロシニア選手権は２３ 日、最
終ラウンドが行われ、首位に１打差
の３位からスタートした尾崎健夫選
手が通算８アンダーで初優勝しまし
た。表彰式では優勝した尾崎選手に
小宅市長から那珂市産コシヒカリ新
米１００�が贈られました。



広報なか１０月号１３

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　白河内公民館で８月１８日、白河内
地域の昔を学ぶ会が行われました。
白河内には古墳群があること、２号
墳にある水鳥の壁画は東日本では非
常に珍しいものであることなど、講
師の仲田義一さんからは 古 の白河内

いにしえ

について興味深いお話しが次々と繰
り広げられ、子どもたちは目を輝か
せて聴き入っていました。子どもた
ち一人ひとりが地域に暮らした昔の
人々の生活を想像しては、地域にさ
らに愛着を持つことができた実りの
多い一日となりました。

����������	�

いにしえ

白河内地域の昔を学ぶ会

　晴天に恵まれた９月２２日、五台小
学校の運動会が開催されました。秋
といえども最高気温が３０度を超える
中、グラウンド内では元気一杯の子
どもたち。１年生から６年生まで赤
組白組ともに暑さに負けず頑張りま
した。五台小学校は校舎の大規模改
造工事が６月末に終了し、子どもた
ちは９月から新しい校舎での生活が
始まったばかり。「みんながんば
れ！」と新しい校舎もはじめて見る
運動会での子どもたちの元気な姿を
応援していたかのようです。
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平成１９年度五台小学校運動会

　７月２８日から４回にわたり、地域
で暮らしやすくする活動のきっかけ
にと、那珂市社協主催のかしま台ま
ちづくり講座が開催されました。
　９月８日の最終回、かしま台集会
所で茨城大学准教授の長谷川幸介先
生、外岡仁先生を講師に迎え座談会
を開催。地域を 想 う熱い議論が交わ

おも

され、具現的な活動内容に仕上がり
ました。かしま台の皆さんはこの講
座により連帯感を高め、協働のまち
づくりの先駆けとして活動を展開し
ていきます。
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かしま台まちづくり講座

　倭文織の体験学習が８月２８日ら
ぽーるで開催されました。倭文織と
は和紙の材料となる 楮 の糸などを

こうぞ

使って織る古代からの織物です。
　この体験学習では、倭文機グルー
プ「てしごと」が主催となり、機織
りの機械を用いて、布を裂いて作っ
た素材や色の違う糸を使う裂織り
を、小学２年生から４年生までの児
童が体験しました。出来上がったさ
まざまな色彩の素敵なコースターを
手に児童たちは「今度は鞄を作って
みたい」と目を輝かせていました。
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倭文織体験学習

　８月１９日瓜連中学校において、鹿
島地区グラウンドゴルフ大会が催さ
れました。
　幼児から高齢者まで一緒に楽しめ
るとあって、地域の交流にと行われ
ている大会も今年で第７回。大会中
は約５０ｍを超えるロングホールで
ホールインワンも飛び出し、夏の日
差しに負けない熱気の中、歓喜の声
がグラウンドに響きわたりました。
参加者も回を重ねるたびに多くな
り、スポーツを通じ地域の結束はよ
り強くなりました。
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鹿島地区グラウンドゴルフ大会

　多発する交通事故の抑止と交通安
全意識の高揚を呼びかけるため、内
閣府特命担当大臣の委嘱を受けて交
通安全母の会連合会がキャラバン隊
を編成して全国を巡回しました。
　８月２２日には那珂市に来訪し、市
中央公民館前に那珂高校吹奏楽部に
よる演奏で迎えられたキャラバン隊
は、交通安全メッセージを小宅市長
に伝達しました。市では、市民の安
全安心を施策の大きな柱の一つに掲
げ、交通安全の取り組みを進めてい
きます。
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「交通安全啓もう」全国キャラバン
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８月１５日～９月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

野木利三郎 ４，３５５円 
（独）日本原子力研究開発機構
那珂核融合研究所 １０４，１５０円
那珂市役所上下水道部 １７，６８７円
那珂明るい社会づくりの会
灯ろう流し実行委員会
会長　齋藤　通  ３０，０００円
那珂市役所会計課 １，４１０円
柏村　ｙ  ４０，０００円
理美容ボランティアの会 ７，０００円

那珂明るい社会づくりの会
灯ろう流し実行委員会
会長　齋藤　通さん

� 人の動き �

那珂市の人口（９月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，８３１人 （－　３）
　女　　　２８，６６２人 　（－　９）
　計　　　５６，４９３人 （－１２）
世帯数　　２０，１２５世帯 （＋１８）

○出生　３８人
○死亡　４２人

（８月１～３１日）

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ３期

○国民健康保険税 ４期

○介護保険料（普通徴収） ４期

納期限：１０月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推進

室　�２９８－１１１１　内線１６７

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　２１，０９２人

　（平成１９年８月末現在・
 前月比２７人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億８，００２万円

　（平成１９年８月・
 前月比６８６万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。※善意銀行の寄付は、那珂市社会

福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

　永井孝裕さん（市消防本部）が
８月２２日に東京辰巳国際水泳場で
行われた第３６回全国消防救助技術
大会の基本泳法（個人）の部にお
いて準優勝の成績を収め８月２３
日、大会の結果を小宅市長に報告
しました。顔を水面に出しながら
ぬき手泳法と平泳ぎでそれぞれ２５
メートルずつ泳ぐ水難救助の基本
とされる泳法での好成績。永井さ
んは「この成果を現場で生かして
いきたい」と抱負を語りました。

永井孝裕さん（市消防本部）
全国消防救助技術大会で
準優勝

　８月２５日に開催されたな
かひまわりフェスティバル
２００７などで募金活動を実施
した夢AKARI事業実行委員
会（寺門正文会長）が、そ
の活動で集まった３５，２１１円
を新潟県中越沖地震の被災
者への義援金として８月２９
日、小宅市長に手渡しまし
た。

夢AKARI事業実行委員
会が新潟県中越沖地震
被災者へ義援金
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１１月１３日（火）　１３：００～１７：００
　　　１１月２７日（火）　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

日時／１１月７日（水）、１４日（水）、
２１日（水）、２８日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／１１月２２日（木）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯垢染め出し・歯科衛生士によ

るブラッシング指導・歯に関す
る相談

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　農業経営基盤強化促進法に基づく利
用権設定等促進事業は、農地を貸した

いという農家と農業経営規模拡大を図
りたい農業者との間に、安心して農地
の貸し借りができる事業です。
利用権設定の受付期間／

利用権の設定を希望するかたは、１１
月１日（木）～３０日（金）までに経済課
へ申請してください。
事業の特徴／

・農地の貸し借りに農地法の許可がい
りません。

・農地を貸しても契約期間がくれば確
実に返してもらえます。
・契約期間は安心して耕作に専念でき
ます。
借り手助成金／

市では、次の要件を満たす借り手農
家に対して、農地流動化借り手助成
金を交付しています。
・市内に住所を有し、耕作面積が１００
アール以上であること。
・１０アール以上の利用権を３年以上設
定すること。
・米の生産調整を１００％達成している
こと。
問い合わせ／市経済課農政係

�２９８－１１１１　内線２３５

　市中央公民館図書室が大会議室とし
て使用できるようになりました。生涯
学習にどうぞご活用ください。
使用時間および使用料／

・９：００～１３：００　２，０００円
・１３：００～１７：００　２，０００円
・１７：３０～２１：３０　３，０００円
休館日／月曜日（月曜日が祝日に当た
るときは、その翌日）・１２月２８日～翌
年１月４日
問い合わせ／市中央公民館

�２９８－５６８０

��������
法律相談

市中央公民館の大会議室
を開設しました

こども歯科相談のおしらせ

心配ごと相談

���������

３日　えびすいクリニック （菅谷）
�２９５－８８８１

４日　小宅内科医院 （菅谷）
�２９８－００５０

１１日　ルリア記念クリニック
 （中里）

�２９６－３３３３
１８日　瓜連慶友整形外科　　（古徳）

�２９６－１１１６
２３日　那珂中央病院　　　　（飯田）

�２９８－７８１１
２５日　かぼちゃクリニック　（横堀）

�３５２－１１０７
■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。
 �２４１－４１９９

農地の貸し借りに
関するおしらせ
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■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

����

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００
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新人代官が直面する、荘園・政所事
件録！室町後期。京の大寺が所有す
る荘園・逆巻庄に新代官・清佑が赴
任。庄内では様々な事件や公事（裁
判）が起きる。腹の内をみせない村
人に手を焼き、周辺地頭の不審な影
に脅えつつも、村を治めていく。
（集英社ホームページより）
岩井三四二／集英社

�������	�������	
１１月 November

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８

３０２９２８２７２６２５

１０月 October
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【一般図書】
●「楽園（上）」宮部みゆき／文藝春秋
●「花の回廊－流転の海 第五部－」

宮本輝／新潮社
●「遊戯」藤原伊織／講談社
●「蟹と彼と私」荻野アンナ／集英社
●「朝顔はまだ咲かない」

柴田よしき／東京創元社
●「サニーサイドエッグ」

荻原浩／東京創元社
●「幻香」内田康夫／角川書店
●「クレイジーボーイズ」

楡周平／角川書店
●「青春の守護者」
 森村誠一／角川書店
 ほか　　

�������	
��
��

������������
１９５５年４月、伊賀。過疎地帯の分校
に新卒で赴任した、明子先生。
誰に対しても一向に心を開かない生
徒・朱根に、明子先生は心を痛める
が……。濃緑の山里の空気にひそや
かな心の交流を描き出した、あたた
かな物語。
（角川書店ホームページより）
多島斗志之／角川書店

��������������
������������������
広目屋・完四郎シリーズ、第４弾！
江戸の広告代理店「広目屋」として、
また素人探偵として活躍した完四郎
が帰ってきた！今回の舞台は明治７
年。巷で話題の「新聞錦絵」に隠さ
れた謎・事件を、相棒・仮名垣魯文
らと解いてゆく…。
（集英社ホームページより）
高橋克彦／集英社

土金木水火月日

６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

休館日

◆開催日　１１月３日（土）
○第１部
　「開館一周年のごあいさつにかえて」
　～放送の歴史と文化～
　講師：横須賀 鎮夫
　　　　那珂市立図書館名誉館長
○第２部
　「であい　ふれあい　ひびきあい」
　～「のど自慢」　１２年の旅から～
　講師：宮川 泰夫 アナウンサー
※詳しくは、広報なかおしらせ版
　「No．８８平成１９年９月２１日号」
　をご覧ください。

①開館一周年記念講演会

　幼児・小学校低学年の児童を対象に
おはなし会を開催します。
◆開催日時　１１月４日（日）
　　第１部　１０：３０～
　　第２部　１３：３０～
◆場　　所　市立図書館多目的室
◆内　　容　ボランティアによる絵本

の読み聞かせ・パネルシ
アター・手あそびなどを
行います。

◆展示期間　１０月２７日～１１月４日
◆場　　所　１階ロビー

②おはなし会

③読書感想画の展示
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史

■材料　４人分
ぶどう ……………… 約１kg　　　　　　
砂糖 …ぶどうの２割が目安　　　　　　
（ぶどうシロップ３５０mlで４人分）
粉ゼラチン ……………１０ｇ　　　　　　
生クリーム ……………適量　　　　　　
砂糖 ……………………適量　　　　　　
ミントの葉 ……………８枚　　　　　　
水 ……………………… ５０cc　　　　　　

■作り方
①ぶどうをよく洗い、砂糖をまぶし鍋でひ
と煮立ちさせ、出てきた汁をこしてぶど
うシロップを作る。
　（※残った果肉はジャムになります）
②粉ゼラチンに水を入れてふやかす。
③ぶどうシロップの半分に②のゼラチンを
入れ、沸騰させないように、温めて溶か
す。
④溶けたら残りのぶどうシロップを加え、
木べらでかき混ぜながら、もったりする
まで冷水で冷ます。
⑤④を器に移し、冷蔵庫に入れて固める。
⑥生クリームにぶどうシロップの甘さに応
じて砂糖を加え、ホイップする。
⑦ゼリーを泡立て器で崩して器に盛り、生
クリームをかけ、ぶどう・ミントの葉を
飾る。
（プレーンヨーグルトにクラッシュゼ
リーをのせてみるのもいいでしょう）
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ヘルスメイトさんが作る健康料理�
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掲
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す
。

■ぶどう園に行くといろいろなぶどうがあ
り、新鮮なぶどうを使ってデザートを
作ってみました。地産地消で、安心安全
の証明される本物の味を知ることも良い
と思うひとりです。もちろん市販の
100％グレープジュースでいつでも作れ
ますよ。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

菅谷（子ども食部会）

藤岡みち子さん

ぶどう
シロップ
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の
う
ち
に
勝
負

が
決
ま
る
相
撲

の
世
界
。
そ
ん

な
厳
し
い
世
界
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を
置
き
日
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古
に
励
ん
で
い
る
金
久
保
優
輝

さ
ん
は
、
８
月　

日
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行
わ
れ
た

１１

中
学
校
総
合
体
育
大
会
関
東
大
会

で
見
事
第
３
位
に
入
賞
す
る
な

ど
、
県
内
外
の
大
会
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

小
学
２
年
生
の
と
き
か
ら
相
撲

を
始
め
た
金
久
保
さ
ん
は
、
藤
島

親
方
（
元
武
双
山
）
の
父
、
尾
曽

正
人
さ
ん
の
道
場
や
水
戸
農
業
高

校
相
撲
部
な
ど
で
指
導
を
受
け
な

が
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れ
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で
着
実
に
力
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つ
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
稽
古
の
積
み

重
ね
か
ら
、
関
東
大
会
で
も
自
ら

の
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す
る
試

合
の
数
々
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
関
東
大
会
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
初
戦
の
相
手
は
、
体
格

が
一
回
り
も
上
の
埼
玉
の
強
豪
と

い
う
巡
り
合
わ
せ
。
相
手
の
立
会

い
が
合
わ
ず
何
度
も
取
り
直
し
を

さ
せ
ら
れ
る
根
気
が
必
要
な
取
組

と
な
り
ま
し
た
が
、「
平
常
心
」
を

胸
に
、
力
の
限
り
相
手
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
っ
た
金
久
保
さ
ん
は
、

そ
の
冷
静
さ
が
功
を
奏
し
見
事
こ

の
試
合
に
勝
利
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
大
会
中
、
集
中
力
と

押
し
の
強
さ
を
兼
ね
備
え
た
持
ち

前
の
力
強
い
相
撲
を
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、

一
瞬

と
に
か
く
思
い
切
り
当
た
っ
て
い

く
こ
と
だ
け
を
考
え
ま
し
た
。
自

分
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
結
果
が

出
せ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
、
多

く
の
収
穫
が
得
ら
れ
た
今
大
会
を

振
り
返
り
元
気
に
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

金
久
保
さ
ん
の
活
躍
は
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
茨
城
県

中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
で
も
県

内
の
強
豪
を
破
り
な
が
ら
決
勝
戦

に
進
出
し
、「
送
り
出
し
」
の
決
ま

り
手
で
見
事
優
勝
杯
を
手
に
し
ま

し
た
。
続
く
全
国
大
会
は
、
憧
れ

の
両
国
国
技
館
で
の
試
合
。
大
舞

台
で
の
一
戦
は
全
国
レ
ベ
ル
の
選

手
の
「
相
撲
の
う
ま
さ
」
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
良
い
経
験
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　
「
同
じ
志
を
持
っ
て
相
撲
に
専

念
し
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
が
い
ま
す
。

み
ん
な
の
活
躍
を
知
る
と
『
自
分

も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
』
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
辛
い
稽
古

を
続
け
ら
れ
る
の
は
ラ
イ
バ
ル
の

お
か
げ
で
す
」
と
、
仲
間
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
常
に
忘
れ
な
い
金
久
保

さ
ん
。「
監
督
や
コ
ー
チ
の
期
待

に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
自
分
の

得
意
と
す
る
強
い
当
た
り
に
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
今
日
も
次
の
大
会
を
見
据

え
て
、
自
ら
の
心
と
体
の
鍛
錬
を

続
け
て
い
ま
す
。

第����回 

父・昭仁さん　母・智子さん
１０月２４日生まれ（菅谷）

父・健太郎さん　母・訓子さん
１０月３０日生まれ（平野）

父・哲也さん　母・佳子さん
１０月１８日生まれ（菅谷）

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね

お
兄
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
大
き
く
育
っ
て
ね

お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね

��������� ���

あん な

��������� ��

かい せい

��������� ��

ゆう や

中学校総合体育大会関東大会で第３位

茨城県中学生相撲選手権大会で優勝し全国大会出場

金久保優輝さん／那珂四中３年
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広報なか１０月号１９
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菊池真規子さん／額田東郷

　

山
頂
付
近
に
万
年
雪
を
抱
え
た

活
火
山
。
雄
大
に
佇
む
鳥
海
山
が

見
下
ろ
す
先
に
、
自
然
が
豊
か
に

広
が
っ
て
い
る
の
が
、
私
の
古
里

仁
賀
保
町
で
す
。

　

秋
田
県
の
南
部
に
位
置
し
、
海

沿
い
の
町
は
比
較
的
雪
が
少
な
い

土
地
柄
で
す
が
、
私
の
家
は
少
し

山
に
入
っ
た
場
所
に
あ
る
た
め
、

冬
に
な
る
と
家
の
１
階
は
雪
で
埋

も
れ
る
ま
で
降
り
積
も
っ
て
い
ま

し
た
。
私
の
冬
の
朝
は
雪
か
き
で

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

私
の
古
里
の
思
い
出
に
印
象
強

い
の
は
正
月
で
、
地
元
の
伝
統
行

事
に「
獅
子
舞
」が
あ
り
ま
す
。
正

月
や
新
盆
に
な
る
と
獅
子
舞
が
一

軒
一
軒
家
の
中
で
踊
り
に
来
て
、

獅
子
の
口
に
お
供
え
の
鏡
餅
を
入

れ
る
と
厄
払
い
に
な
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
は
、
そ

の
獅
子
舞
が
縁
起
の
い
い
も
の
と

理
解
で
き
る
は
ず
も
無
く
、
怖
く

て
お
じ
い
さ
ん
の
部
屋
で
終
わ
る

の
を
必
死
に
待
ち
隠
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
冬
場
は
地
元
で

仕
事
が
出
来
な
い
た
め
父
が
出
稼

ぎ
に
出
て
い
ま
し
た
。
正
月
に
な

れ
ば
父
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
時
に
お
土
産
で
も
ら
っ

た
お
人
形
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

こ
と
も
良
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

仁
賀
保
町
は
山
の
幸
に
恵
ま
れ

自
然
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
今

で
は
熊
に
遭
う
危
険
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の

こ
ろ
は
そ
の
心
配
も
な
く
、
普
通

に
山
に
入
っ
て
摘
ん
で
い
ま
し

た
。
春
は
わ
ら
び
、
ぜ
ん
ま
い
な

ど
の
山
菜
や
、
シ
ダ
ケ
と
い
っ
た

細
い
た
け
の
こ
を
、
秋
に
は
ア
ケ

ビ
、
栗
、
山
ぶ
ど
う
な
ど
果
物
や
、

ぶ
な
の
倒
木
に
び
っ
し
り
生
え
る

白
い
キ
ノ
コ
、
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
な

ど
の
山
の
味
覚
を
か
ご
一
杯
に
し

て
い
ま
し
た
。
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
は

歯
ご
た
え
も
良
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
保
存
食
に
と
塩
漬
け
に
し
た

も
の
が
、
冬
の
定
番
と
し
て
よ
く

食
べ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

今
も
季
節
に
な
る
と
古
里
か

ら
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
懐
か
し
い

味
が
届
き
ま
す
。

�

■ふるさと一口メモ
秋田県の南端に位置し、秋田県南西
部の市。２００５年１０月１日に由利郡仁
賀保町・金浦町・象潟町が合併してに
かほ市になる。秋田県内では春の訪
れが最も早く温暖な地域で、平野部
では降雪量も少ない。日本百名山の
一つ、鳥海山が朝日を浴びて日本海
に浮かぶシルエット「影鳥海」は、登
山者の目を楽しませている。
産業は漁業・農業・工業・観光業と多
彩。TDKの発祥の地として多くの関
連施設が立地する。
人口約２９，５００人

青
茣
蓙
の
香
り
ほ
の
か
に
盆
飾
り 

雨　

宮　

文　

枝

大
群
の
鳥
の
移
動
や
夏
木
立 

高　

野　

祝　

子

草
原
の
親
牛
子
牛
夏
の
風 

大　

森　
　
　

滿

親
子
連
虫
籠
さ
げ
て
里
の
路 

海　

後　
　
　

甫

収
穫
の
玉
葱
棹
を
し
な
ら
せ
り 

飯　

島　

京　

子

夏
の
潮
は
じ
け
て
白
し
大
鳥
居 

宇
佐
美　

和　

子

夕
涼
み
遠
き
昭
和
を
つ
い
語
る 

武　

藤　

や
よ
ひ

暑
さ
耐
え
命
育
む
女
強
し 

筒　

井　

か
よ
子

足
袋
ぬ
い
て
屋
根
職
人
の
大
昼
寝 

草　

野　
　
　

豊

干
す
梅
を
み
な
裏
返
す
五
十
キ
ロ 

藤　

岡　

み
ち
子

く
や
し
さ
が
人
を
磨
く
や
夏
の
風 

會　

澤　

ち
い
子

墓
所
買
ひ
て
安
堵
の
夏
陽
眩
し
か
り 

益　

子　

春　

子

広
島
の
記
念
日
ひ
と
り
ね
む
の
花 

溝　

井　

章　

恵

【俳　句】あせび句会　小橋末吉選

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐひ

夕
焼
の
空
に
誘
は
れ
ペ
ダ
ル
踏
み
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
口
笛
を
吹
く 

井　

坂　

光　

位

故
郷
の
筑
波
に
似
た
る
北
国
の
山
を
望
み
て
夏
の
日
暮
る
る 

大　

森　
　
　

満

青
天
に
宗
旦
む
く
げ
高
々
と
一
日
の
い
の
ち
風
に
真
向
か
う 

草　

野　
　
　

豊

卒
園
の
記
念
に
地
元
の
山
登
る
児
ら
の
リ
ュ
ッ
ク
に
木
漏
れ
日
お
ど
る 

加　

藤　
　
　

要

夕
づ
け
る
縁
の
傍
に
涼
み
お
り
�
時
雨
や
み
月 
光 
出
で
ぬ 

中　

崎　

美
登
利

か
げ

公
平
に
二
人
に
老
い
が
下
り
て
来
ぬ
足
腰
の
痛
み 
託 
ち
つ
つ
処
暑 

　

中
井
川　

胤　

文

か
こ

秋田県

にかほ市

▲

��������
ちょうかいざん
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ゆ り ぐん に か ほ まち



 

古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　
小
さ
い
頃
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
た
警
察

官
と
な
っ
て
２
年
目
。
私
は
今
、
那
珂
警

察
署
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

　
実
際
に
警
察
官
に
な
ろ
う
と
決
め
た
の

は
、
一
生
か
け
て
や
る
な
ら
ば
人
の
た
め

に
な
る
よ
う
な
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

が
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
毎
日
の

活
動
そ
の
も
の
が
人
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
思
い
を
胸
に
日
々
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
今
ま
で
一
般
的
な
目
で
し
か
見
た
こ
と

が
な
か
っ
た
事
件
や
事
故
な
ど
は
、
た
ず

さ
わ
っ
て
み
て
初
め
て
解
決
ま
で
の
苦
労

や
活
動
の
難
し
さ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

苦
労
は
し
ま
す
が
、
事
件
や
事
故
な
ど
が

解
決
し
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時

が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。 

　
休
日
は
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た
り
、

ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
し
て
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
街

を
つ
く
る
と
い
う
の
が
私
の
目
標
で
す
。 

　真夏日となった８月２５日、那珂
総合公園で「なかひまわりフェス
ティバル２００７」が開催されました。
さまざまな模擬店やイベント、そ
して、会場の前に一面に咲き誇る
ひまわりが、たくさんの来場者を

迎え、友好都市の秋田県横手市か
らも参加し、過去最多の６５団体が
盛り上げました。陽が沈むと終盤、
間近から打ち上げられる約１９００発
の花火が夜空に咲き乱れ、会場を
明るく照らして幕を閉じました。 

●夏色満開!!　なかひまわりフェスティバル2007

日��人のために全力です 

田口和明さん 
菅谷　１９歳 

3333

五台小学校　２年　吉野祐大さん 

菅谷幼稚園 
ふかがわはやとくん（５歳） 

しょうぼうしょけんがくへいっ
たよ。はしごしゃはおおきくて
かっこよかったよ。 

なつやすみにカブトムシとクワガ
タムシをとりにいったよ。17ひ
きもとれてとてもうれしかったよ。 

額田幼稚園 
たざわだいむくん（５歳） 

五台小学校　６年　金澤力歩さん 五台小学校　４年　山田玲欧さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




